
- 1 - 

 

飼い主のいない猫不妊・去勢手術助成金に関する現況調査結果 

令和元年度 

 

１．調査概要 ................................................................................................................................ 2 

（１）調査目的 ........................................................................................................................ 2 

（２）調査対象 ........................................................................................................................ 2 

（３）調査方法 ........................................................................................................................ 2 

（４）調査時期 ........................................................................................................................ 2 

（５）回答数 ............................................................................................................................ 2 

２．結果 ....................................................................................................................................... 3 

（１）避妊・去勢後の猫の扱い（複数回答） ....................................................................... 3 

（２）元の場所に放した地点での現況 .................................................................................. 3 

（２－１）申請者居住地と保護場所について ................................................................... 3 

（２－２）現時点における匹数の把握 .............................................................................. 4 

（２－３）助成金利用後 1 年での猫の数の変化 ............................................................... 4 

（２－５）給餌者（複数回答） ......................................................................................... 5 

（２－７）清掃の実施頻度 ................................................................................................. 6 

（２－８）地域への説明 ..................................................................................................... 7 

（２－９）地域住民の理解度 ............................................................................................. 7 

（３）助成金利用者の取り組み、意見、感想など ............................................................... 8 

（３－１）取り組み ............................................................................................................ 8 

（３－２）意見、感想など ................................................................................................. 8 

参考．猫よけ器（超音波発生装置）貸出し者に対するアンケート調査 ................................. 9 

現況報告書様式 .......................................................................................................................... 10 

 

 

  



令和元年度 現況調査結果 

- 2 - 

 

 

１．調査概要 

 

（１）調査目的 

 飼い主のいない猫の不妊・去勢手術やその後の取り組みによる効果を検証し、今後の

助成金制度に活用するため。 

 

（２）調査対象 

平成 30年度に八尾市飼い主のいない猫不妊・去勢手術助成金の交付を受けた人。 

対象者：のべ 33名、のべ 43地点（140匹） 

（同一申請者が同一地点を複数回申請した場合は合算して処理。） 

 

（３）調査方法 

現況調査票を郵送により配布、回収。 

 

（４）調査時期 

 令和 2年 2月 

 

（５）回答数 

 のべ 27名（回答率 81.8%）、のべ 36地点（回答率 83.7%） 
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２．結果 

 

（１）避妊・去勢後の猫の扱い（複数回答） 

 回答 36地点 

① 申請者が飼い猫として飼育（一部を含む）： 12地点 

② 里親を探し譲渡済み（一部を含む）： 11地点 

③ 元の場所に放した（一部を含む）： 29地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）元の場所に放した地点での現況 

対象地点 

（２－１）～（２－３）は 29地点 

（２－４）～（２－９）は現在猫が生息していない 2地点を除く 27地点 

 

（２－１）申請者居住地と保護場所について 

① 同じ： 13地点（44.8%） 

② 異なる： 16地点（55.2%） 
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（２－２）現時点における匹数の把握 

① 匹数把握： 15地点（51.7%） 

② おおむね匹数把握： 11地点（37.9%） 

③ 不明： 3地点（10.3%） 

 

 

 

 

 

 

 

（２－３）助成金利用後 1年での猫の数の変化 

（概数含む。（例）約 5匹は 5匹、10～15匹は 12.5匹として計上。） 

① 増加： 3地点（10.3%） 

② 変らない： 8地点（27.6%） 

③ 減少： 15地点（51.7%） 

④ 不明： 3地点（10.3%） 
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（２－４）現在生息する猫の不妊・去勢実施状況 

① 全て不妊・去勢済み（完全把握）： 10地点（37.0%） 

② おおかた不妊・去勢済み（8割以上）： 7地点（25.9%） 

③ 一部不妊・去勢済み（8割未満）： 5地点（18.5%） 

④ 未実施（入れ替わり）： 2地点（7.4%） 

⑤ 不明： 3地点（11.1%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２－５）給餌者（複数回答） 

① 助成金利用者： 18地点 

② 地域住民（近隣住民など）： 6地点 

③ その他： 7地点（※） 

④ 無回答： 1地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）その他：不明、通りすがりの人、ボランティア 
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（２－６）給餌方法 

① 特定の猫に与えている： 18地点（66.7%） 

② 与えている猫は特定していない（置き餌等）： 8地点（29.6%） 

③ 無回答： 1地点（3.7%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２－７）清掃の実施頻度 

① 週 5回以上実施： 6地点（22.2%） 

② 不定期で実施： 8地点（29.6%） 

③ 実施していない： 12地点（44.4%） 

④ 無回答： 1地点（3.7%） 
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（２－８）地域への説明 

① あり： 19地点（70.3%） 

② なし： 8地点（29.6%） 

 

 

 

 

 

 

 

（２－９）地域住民の理解度 

① 理解されている： 13地点（48.1%） 

② 以前より理解されている： 9地点（33.3%） 

③ 変らない： 3地点（11.1%） 

④ 理解されていない： 1地点（3.7%） 

⑤ 以前より悪くなった： 0地点 

⑥ 無回答： 1地点（3.7%） 
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（３）助成金利用者の取り組み、意見、感想など 

 

（３－１）取り組み 

 説明した後、TNR実施の度に地域住民へ手紙を送付。 

 気になる家には説明しています。 

 何度も分からない人には説明をくりかえしております。その結果理解を得ました。 

 気にする人には都度説明しています。 

 里親を探す。 

 敷地内に餌と水を置かせていただいている。 

 手術後、見かけない猫が新たに出現するので、見守りを継続して見かけたらその都度

不妊手術をしています。 

 捕獲できた子猫は譲渡。 

 特になし。餌をあげてる方が手術に理解を示され増えたら手術する様努めている。 

 餌やりの方が何人かおられて、見守りをして下さっています。 

 近所のゴミを荒らしたりしないようにエサは朝晩与え、寝る場所を作っています。 

 窓口になってくれている人が近隣住民に説明してくれている。 

 猫の助成金があることを猫が多い地域の人や知らない人に話して手術をすすめてい

る。 

 

（３－２）意見、感想など 

 近くの長屋の猫をどうにかしてほしいです。野良ネコちゃんの根元です。どうにかし

てほしいです。 

 お世話になりました。現在この場所での保護活動はしていません。 

 助成金、大変たすかりました。ありがとうございました。 

 春になると又捨て猫等がふえるので、手術してやりたいです。 

 誰だか知りませんがたまに玄関前にエサがあります。 

 あとの 3匹は急にいなくなってしまいました。探したのですが見かけなくなってしま

いました。 

 これ以上飼い主のいない猫をほっとけば増えるので、八尾市全体で不妊、去勢の取り

くみをしてください。お願いします。 

 親猫が子猫 1匹を置いていったので、子猫 1匹を捕獲し不妊、去勢手術をしたいと思

っています。 

 手術した猫に関しては最後まで責任をもって接していくつもりです。 
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参考．猫よけ器（超音波発生装置）貸出し者に対するアンケート調査 

飼い主のいない猫の数を減らすため、地域やボランティアが話し合いの上、地域の清掃

やトイレの設置、不妊・去勢手術の実施などルールを決めて、猫を管理するという取り組

みが全国的に行われています。この活動について 

（平成 30年度・令和元年度：回答数 54） 

① 賛成：  45件（83.3%） 

② わからない： 2件（3.7%） 

③ 反対：  4件（7.4%） 

④ その他：  2件（3.7%） 

⑤ 無回答：  1件（1.9%） 

 

 

 

 

（反対理由） 

 取り組みをしてるグループがエサをやっている。 

 そもそも野良猫がいることがおかしいから。 

 飼い猫でもないのにフンの掃除を二度としたくないので。犬同様猫を管理するよ

うな登録制度や法的な制度を作った方が現実的に減る気がする。 

 

  （その他） 

 野良ねこに餌をやったり、放し飼いのように夜間自由にさせている人や考え方の

人がいる限りむずかしいように思います。 

 よいこととは思うがなかなか理解が得られにくいと思う。 

 この活動では、猫のゴミあらしは収まらない。飼い主にも放し飼いの方法について

のルールも必要だと思う。（飼い猫にもあらされた。） 
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集計：八尾市保健所 保健衛生課 

（令和 2年 10月版） 


